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地元の伝統を受け継ぐ
(７月15日　浜地区　天王神社祭典)

★ 特集･･･河津町産業振興促進計画について、マイナーポータルの紹介　ほか
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★ 特集･･･河津町産業振興促進計画について、マイナーポータルの紹介　ほか
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１３

　自動車事故の被害にあわれ、示談を

めぐる損害賠償の問題でお困りの方へ、

センターの弁護士が中立・公正な立場

で当事者間の紛争解決のお手伝いをし

ます。被害者ご本人が損害賠償問題の

法律知識がなかったり、交渉に不慣れ

だったりしても安心です。法律の専門

家を活用することにより、早期に紛争

解決を図ることができます。センター

での弁護士費用は、解決するまで一切

かかりません。まずは、電話で予約を

お願いいたします。

問　交通事故紛争処理センター

　　静岡相談室　 ☎054ー255－5528

　平成30年4月1日採用の職員を下記の

要綱にて募集いたします。

職　務　組合の一般事務（火葬事務を

兼務）。

募　集　予定人数　１名（高卒以上）

・昭和53年4月2日以降に生まれた方。

・社会経験を有する方。

（資格等は郵送された受験案内を参照

願います）

受　付　９月１日 (金)～９月15日 (金)

試　験　10月15日 (日)

社会人基礎試験、小論文、面接

請　求　組合事務局まで請求願います。

140円切手を貼付し、返送先を明記した

角２封筒を同封のうえ郵送願います。

問　伊豆斎場組合　事務局

〒415ー8501　下田市東本郷一丁目5番

18号　下田市役所　市民保健課内

　　　　　　　　　  　　☎22－2215

（６月１日～30日届出）

戸籍だより

交通事故の補償問題を解決

伊豆斎場組合職員募集

相　談

暮らしの情報

ひとの動き

人口と世帯
（７月１日現在）

人　口

（男）

（女）

世帯数

7,442 人　　前月比（ー４)

3,603 人

3,839 人

3,318 世帯　前月比（＋３）

※このコーナーに掲載を望まない場合は

　お申出ください。

※河津町民専用のフリーダイヤル番号

0120－560－655

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について

年中無休で各分野の専門スタッフが相談に応じます
　　　　　　　　　　　   (電話健康相談専門事業者への委託事業)

お誕生おめでとう

見高浜

地 区性別

女 亮介・紗理奈

保護者
ゆず

お名前

中村　柚

日　時　９月６日 (水)　10時～15時

場　所　保健福祉センター

　　　　ボランティア団体室

問　社会福祉協議会　 　 ☎34－1286

日時・場所

８月25日 (金)　東伊豆町役場 (要予約）

９月７日 (木)   下田市役所 (要予約）

９時30分～11時30分　13時～14時

問　東伊豆町役場健康づくり課

　　　　　　　　  ☎0557－95－6304

　　下田市役所市民保健課

 　　　　　　　　　　　 ☎22－3922

　　

  飼い主のいない犬・ねこに限ります

日　時　８月16日 (水)

　　　　10時40分～10時50分

場　所　役場前駐車場

問　町民生活課窓口係　  ☎34－1932

　相馬町長と直接対話

できます。事前に電話

予約してください。

日　時　８月28日 (月) 13時30分～

　　　　１人20分程度　団体不可

場　所　役場町長室

予約受付　８月21日 (月) ～25日 (金)

問　まちづくり推進課　  ☎34－1924

日本年金機構出張相談

犬・ねこ適性飼養相談

身近なこと生活相談へ

今月のふれあい町長室

お知らせ

ご結婚おめでとう
〔町内へ〕

地　区

沢田

(旧姓)

中野

前住所

長泉町

お名前

田中　克弥

　　　  綾

８月21日(月)は

県民の日！
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■伊豆中南部地域 (３市５町)

※沼津市は旧戸田村のみ

下北地域

南房総地域

紀伊地域

佐田岬地域
幡多地域

国東地域

大隅地域

薩摩地域
宇土天草地域

島原地域

西彼杵地域

江能倉橋島地域

能登地域

積丹地域

渡島地域

津軽地域

男鹿地域

丹後地域

島根地域

室津大島地域

東松浦地域

北松浦地域
伊豆中南部地域

お悔やみ申し上げます
年齢

91

79

84

82

85

80

93

97

世帯主

本人

本人

渡邊茂子

本人

朝次

本人

計一

地 区

谷津

下峰

浜

田中

湯ケ野

下佐ケ野

上佐ケ野

浜

お名前

飯田  栄一郎

正木　　爾

加藤  いそ子

土屋  奈津江

佐藤　たき

長谷川  好乃

長田  みつ子

臼井　やゑ

２2017.８　広報かわづ 2017.８　広報かわづ

● 租税特別措置

国税　割増償却

償却限度額 建物・付属設備

構築物

機械・装置 普通償却限度額の32％

普通償却限度額の48％

● 対象設備等

対象設備 機械・装置、建物・付属設備、構築物対象事業に係る土地（地方税）

取
得
等
の
要
件

取
得
価
格

地方税
対象設備の新増設
対象事業に係る土地

農林水産物等販売業
情報サービス業

500万円以上

製造業
旅館業

500万円以上 1,000万円以上 2,000万円以上

取得等【取得又は製作若しくは建設をいい、建物及び
その付属施設にあっては改修（増築、改築、修繕又は
模様替え）のための工事による取得又は建設を含む】

国
新増設
※修繕、模様替えは
含まない

事業者の資本金の規模
個人
資本金1,000万円以下

資本金1,000万超
5,000万円以下

資本金5,000万円超

地方税（県税および町税）　不均一課税

軽減率

事業税

新増設部分にかかる事業税を軽減（３年）
１年目　1/2
２年目　1/4
３年目　1/8

取得建物及びその敷地のうち対象事業に供される部分を軽減　9/10不動産取得税

１年目　9/10
２年目　3/4
３年目　1/2
・家屋：建物・付属設備のうち直接事業に供する部分
・償却資産：機械・装置のうち直接事業に供するもの
・土地：対象となる家屋の建床面積分

固定資産税

◆ 今月の納税 ◆
後期高齢者医療保険料１期　町県民税２期

国民健康保険税４期　8月31日 (木) が納期です。

問　町民生活課　34ー1928

介護保険料３期

８月31日 (木) が納期です。

問　保健福祉課　34ー1937

　下田地区消防組合では、平成30年４

月採用予定の職員を募集します。

職種・人員　消防職　５人程度

受験資格等　高等学校卒業(平成30年3月

卒業見込みを含む)以上で平成3年4月2

日以降に生まれた人

提出書類等　採用試験申込書は下田消

防本部のほか、河津分署にもあります。

受付期間　8月14日(月)～9月22日(金)

　　　　　(郵送の場合は9月22日必着)

試 験 日　 第一次試験　10月15日(日）

　　　  　 第二次試験　11月5日(日)

試験会場　下田消防庁舎3階会議室

　　　　　(下田市六丁目1番14号)

問　下田消防本部　　　  ☎22－1829

　　 掲載誌情報提供のおねがい

　県立稲取高等学校は大正8年11月15

日、稲取実業補習学校として創設され、

このたび平成31年11月に創立百周年を

迎えることとなりました。

　百周年に向け記念事業実行委員会を

立ち上げ、記念事業開催準備を行いま

す。記念誌を発行するにあたり、昔懐

かしい写真や文書などの記録の提供を

お待ちしております。是非ともご協力

をお願いします。

問　稲高百周年実行委員会

　　　　　　　　  ☎0557ー95－0175

下田地区消防組合職員募集

稲取高校百周年

電気は安全に使いましょう

予備自衛官補を募集します

車上ねらい・置引きに注意

国税庁経験者採用試験

危険物取扱者試験日程

　予備自衛官になるための知識・技能

を修得するコースです。一般は３年間

で50日、技能は２年間で10日の教育訓

練を受け、教育修了後は予備自衛官と

なり、それぞれに応じた階級で非常勤

の国家公務員となり召集で後方の警備・

支援、災害救助活動等を行います。

手当て　教育訓練参加日額：7,900円

交通費は自宅から教育訓練実施駐屯地

間を支給。食事・宿泊・被服は無料で

支給、提供します。

受　付　７月１日 (土) ～９月15日 (金）

資　格　平成29年７月１日現在、

一般：18才から33才までの方

技能：18才から（免許資格等により53

才から55才未満）の方

試験日   9月30日(土)から10月3日(火)の

いずれか１日

問　自衛隊伊東地域事務所

　　　　　　　　  ☎0557－37－9632

　夏場は観光客や海水浴客など、県内

外から多くの人が出入りし、それに伴

い無施錠の車を狙った車上ねらいや海

水浴場での置引きなどの犯罪が増加す

る傾向にあります。

～被害にあわないための対策～

・わずかな時間でも車を止めたら必ず

カギかけ!!

・窓も忘れずに閉めよう!!

・車内にバッグや貴重品を置きっぱな

しにしない!!

・自宅では車両カバーやセンサーライ

トの活用を!!

・現金や貴重品は必ず身に付け、手荷

物から目を離さない!!

　不審者や不審な車を見かけた場合は

すぐに警察に通報を!!

（下田警察署　☎27－0110）

　静岡県警ではツイッターで犯罪発生

情報を配信しています。@Fuji_bouhan

または静岡県警察で検索!!

問　下田警察署管内防犯協会

　　　　　　　　　　　  ☎27－2766

　下田消防本部では応急手当の普及啓

発のため、上級救命講習を開催します。

受講料は無料。電話での予約・申込の

受付は行いません。

日　時　９月24日 (日)

　　　　８時30分～17時30分

場　所　下田消防署、西伊豆消防署

定　員　両会場とも20人 (先着順)

申　込　

９月９日(土)～９月16日(土) 17時15分

下田消防署及び西伊豆消防署で受付

　詳細は下田地区消防組合ホームペー

ジをご覧いただくか、下記連絡先まで。

問　下田消防署　　　　  ☎22－1804

　　西伊豆消防署　　　  ☎52－0119

資　格　平成29年4月1日において、大

学等を卒業したまたは大学院の課程等

を修了した日のうち最も古い日から起

算して８年を経過した者

申　込　インターネットにより申し込

んでください。(インターネット申込み

ができない環境にある場合は、問合せ

先まで連絡してください)

受　付　８月４日 (金) ～８月17日 (木)

試　験　

第１次試験　10月１日 (日)

第２次試験　11月3日(金)、4日(土)、5日

(日)、11日(土)、12日(日)で指定する1日

第３次試験　12月上旬で指定する１日

問　名古屋国税局　人事第二課試験係

　　　　　　　　  ☎052－951－3511

　　国税庁　名古屋国税局コーナー

　　　  http://www.nta.go.jp/nagoya

試験種類　甲種・乙種全類・丙種

試験日　11月５日 (日)

会　場　下田市他５会場

申請期間　

電子申請８月25日 (金) ～９月４日 (月）

書面申請８月28日 (月) ～９月７日 (木）

問　下田消防本部予防課

　　　　　　　　　　　   ☎22－1849

　　　http://www.shoubo-shiken.or.jp

上級救命講習を開催します
● 対象業種

旅館業

製造業

情報サービス業等

農林水産物等販売業

○ホテル営業　○旅館営業　等

○木材・木製品製造　○食料品製造　○繊維製造　○家具・装備品製造
○石油製品・石炭製品製造　○金属製品製造　○生産用機械器具製造　
○電気機械器具製造　等

○情報サービス業　○有線放送業　　　　
○インターネット附随サービス業　○コールセンター業　等

○農畜産物・水産物卸売業　○食料・飲料卸売業　○野菜・果実小売業　
○酒小売業　○食肉小売業　○鮮魚小売業　　○畜産食料品小売業　
○水産食料品小売業　○パン・菓子小売業　等
※「伊豆中南部地域」(図参照）内で生産された農林水産物（当該農林水産物を原料等にした加工品等を含む）を、
　 店舗において主に当該地域外の者に販売する事業が対象です。

半島地域の税制特例
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地籍調査での現地立会の様子

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
っ
て
何
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
は
大
丈
夫
？

保健のお知らせ
こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

■健康相談および母子健康手帳交付

日　時　８月21日(月)   

　　　　13時30分～15時30分

　　　　９月４日(月) 

　　　　13時30分～15時30分

場　所　保健福祉センター

　歯を失う原因は、むし歯と歯

周病がほとんど。歯周病は自覚

症状のないまま進行しますので、

気づいた頃には手遅れというこ

とも少なくありません。この機

会を逃さず受診しましょう。　

【問い合わせ】

  保健福祉課          ☎34－1937

■育児相談

　子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日　時　９月５日(火)

　　　　10時～11時30分

場　所　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

対象者　子育て中の保護者

内　容　身体測定、離乳食、育児相談

　　　　など

持ち物　母子健康手帳

■減量チャレンジ！
　～ふじ33プログラム実践教室～
　無理のない目標を立て、３人１組の

“仲間”と励ましあって、３カ月間取

り組んでいく教室です。運動、食事に

関する講話の他、大腰筋マシンも使用

します。

日　時　９月20日(水)～12月６日(水)

　　　　毎週水曜日　９時～12時

場　所　高齢者いきいきセンター

　　　　（旧双葉幼稚園）

対象者　40歳以上の方

　　　　体重増加が気になる方、健診

　　　　で太り気味と言われた方

2017.８　広報かわづ

●今月のテーマ

賀茂地域の
地産地消レシピ②

保健福祉課　34－1937

豚肉のトマト炒め
【提供】 町健康づくり食生活推進協議会

作り方

① 豚肉は食べやすく切り、Ａを加えてもみこむ。

② トマトは8つ切りにし、長ねぎは1ｃｍ幅の斜め切りにする。

③ フライパンにごま油を熱し、①を炒める。肉の色が変わったら長ねぎを

さっと炒め合わせる。

④ ③にトマトを加えて火を強め、トマトの角がくずれ始めたらしょう油を

まわしかける。

■1人分栄養量 (50g）

　エネルギー 288cal

　たんぱく質 14.3g

　脂質 21.0g

　塩分 1.4g 

　トマトは低カロリーでさまざまな栄養成分が豊富な健康野菜です。

　油でサッと炒めて片栗粉でとろみをつける事で、トマトの栄養素が

引き出されます。今が旬のトマトのトロリとした食感を味わってくだ

さい。

材料 (２人分）

豚肩ロース薄切り肉…150ｇ

酒……………………小さじ1

生姜の絞り汁………小さじ1

片栗粉………………小さじ2

トマト…………………1個

長ねぎ…………………1/2本

ごま油………………大さじ1

しょう油……………大さじ1

Ａ

対　　象

実施期間

内　　容

負 担 金

平成29年度に 40歳になる人 (昭和52年4月2日～53年4月1日生まれの人)

　　　　　　 50歳になる人 (昭和42年4月2日～43年4月1日生まれの人)

　　　　　　 60歳になる人 (昭和32年4月2日～33年4月1日生まれの人)

　　　　　　 70歳になる人 (昭和22年4月2日～23年4月1日生まれの人)

平成29年９月～平成30年２月

※詳しい日程や受診方法については、対象者に個別通知します。

問診、歯と歯ぐきの診療、視診による口腔がん検診

1,000円 (70歳以上は無料）

【
問
い
合
わ
せ
】
産
業
振
興
課

　
　
　
☎
（
３
４
）
１
９
４
６

【
問
い
合
わ
せ
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０ (

９
５) 

０
１
７
８

平
日
９
時
30
分
～
20
時

土
日
祝
９
時
30
分
～
17
時
30
分

　

個
人
情
報
を
保
護
す
る
制
度
や

シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
法
律
に
違
反

し
た
場
合
の
罰
則
強
化
な
ど
、
安

心
・
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
し

て
い
ま
す
。

・
番
号
確
認
と
本
人
確
認
で
な
り

す
ま
し
を
防
止
し
て
い
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
や

情
報
連
携
の
範
囲
を
法
律
で
制
限

し
て
い
ま
す
。

・
情
報
の
分
散
管
理
や
シ
ス
テ
ム

へ
の
ア
ク
セ
ス
制
御
、
通
信
の
暗

号
化
な
ど
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
み
で
個

別
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い

た
め
、
芋
づ
る
式
に
情
報
が
漏
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
独
立
性
の
高
い
第
三
者
機
関（
個

人
情
報
保
護
協
会
）
に
よ
る
監
視
、

監
督
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
法
律
違
反
に
は
厳
し
い
罰
則
が

あ
り
ま
す
。

器
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

・
や
り
と
り
履
歴

　
あ
な
た
の
個
人
番
号
を
行
政
機

関
同
士
が
や
り
と
り
し
た
履
歴
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
お
知
ら
せ

　
各
種
情
報
保
有
機
関
か
ら
配
信

さ
れ
る
お
知
ら
せ
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
（
行
政
サ

ー
ビ
ス
検
索
と
電
子
申
請
）

　
あ
な
た
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の

検
索
が
で
き
た
り
、
行
政
機
関
や

民
間
事
業
者
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
・
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
な
ど
が
で

き
た
り
し
ま
す
。

・
あ
な
た
の
情
報
（
自
己
情
報
表

示
）

　
あ
な
た
の
情
報
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
「
ぴ
っ
た

り
サ
ー
ビ
ス
」
を
使
用
し
て
、
ご

自
身
に
合
っ
た
子
育
て
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
検
索
し
た
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
申
請
書
を
作
成
し
て

印
刷
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち

な
手
続
の
「
お
知
ら
せ
」
が
、
あ

な
た
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
届
き

ま
す
。

　　

今
年
度
よ
り
河
津
町
で
は
、
浜

地
区
の
一
部
地
域
で
、
町
内
で
初

め
て
と
な
る
「
地
籍
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

 

「
地
籍
調
査
」
は
、
一
筆
ご
と
の

土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
者
・

地
番
お
よ
び
地
目
の
調
査
並
び
に

境
界
お
よ
び
地
積
（
面
積
）
に
関

す
る
測
量
を
行
い
、
地
図
『
地
籍

図
』
及
び
簿
冊
『
地
籍
簿
』
を
作

成
す
る
調
査
で
す
。

　

土
地
の
位
置
や
形
状
な
ど
の
情

報
は
法
務
局
（
登
記
所
）
に
て
公

図
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
明
治
時
代
の
地

地
籍
調
査
の
必
要
性
と

　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト

租
改
正
時
に
作
成
さ
れ
た
も
の
が

現
在
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が

実
態
で
す
。(※

区
画
整
理
や
耕
地

整
理
等
に
よ
り
新
た
な
地
図
が
備

え
付
け
ら
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り

ま
す
。
）
そ
の
た
め
、
土
地
の
境

界
が
不
明
確
な
場
合
や
測
量
の
正

確
性
に
欠
け
て
い
る
場
合
が
あ
る

な
ど
、
現
地
と
合
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
地

籍
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

正
確
に
土
地
の
実
態
を
把
握
し
、

現
地
復
元
性
の
あ
る
精
度
の
高
い

地
図
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
籍
調
書
を
実
施
す
る

と
次
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
災
害
復
旧
の
迅
速
化

②
土
地
境
界
ト
ラ
ブ
ル
防
止

③
公
共
事
業
等
の
円
滑
化

④
土
地
取
引
・
相
続
等
の
円
滑
化

　

特
に
①
に
つ
い
て
は
、
東
日
本

大
震
災
の
復
興
に
お
い
て
、
地
籍

調
査
済
の
地
区
と
未
実
施
の
地
区

で
は
、
用
地
調
査
・
測
量
に
約
半

年
か
ら
１
年
の
差
が
生
じ
、
復
興

の
進
捗
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
「
地
籍
調
査
」【

地
籍
調
査
の
流
れ
】

info４
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平
成
29
年
度
の
保
険
料
は
、
平

成
28
年
中
の
所
得
に
基
づ
き
算
出

し
、
平
成
29
年
８
月
中
に
決
定
し

ま
す
。
加
入
者
（
被
保
険
者
）
へ

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
料
は

病
院
や
薬
局
へ
支
払
わ
れ
る
医
療

費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
安
定
し
た

医
療
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
財
源
で
す
の
で
、
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
特
別

徴
収
と
、
普
通
徴
収
の
２
種
類
が

あ
り
、
原
則
、
特
別
徴
収
で
の
納

付
と
な
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】

　

納
付
方
法
は
年
金
か
ら
の
差
し

引
き
。
対
象
は
、
年
金
額
が
年
額

18
万
円
以
上
の
人
。

【
普
通
徴
収
】

　

納
付
方
法
は
納
付
書
や
口
座
振

替
な
ど
。
対
象
は
、
年
金
額
が
年

額
18
万
円
未
満
の
人
や
介
護
保
険

料
と
合
わ
せ
た
額
が
年
金
額
の
２

新
た
な
保
険
料
は
８
月
中

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

ど
う
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
必
要
な
の
？

納
付
は
忘
れ
ず
に

ど
ん
な
時
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
必
要
な
の
？

　

平
成
29
年
秋
に
本
格
運
用
が
始

ま
る
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
は
、「
国

民
の
利
便
性
の
向
上
」、「
行
政
の
効

率
化
」、「
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実

現
」
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、順
次
、社

会
保
障
、税
、災
害
対
策
の
行
政
手

続
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
で
提
供
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
年
末
調
整
や
、源
泉
徴
収
票
の
作

成
、
雇
用
保
険
の
手
続
で
勤
務
先
へ

・
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
の
手
続
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

分
の
一
を
超
え
る
人
。

※

特
別
徴
収
に
該
当
す
る
人
も
、

申
請
す
れ
ば
口
座
振
替
に
変
更
で

き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、

加
入
者
全
員
が
負
担
す
る
「
均
等

割
額
」
と
、
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合

計
額
で
個
人
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
軽
減
措
置
と
し
て
、

均
等
割
額
は
世
帯
内
の
被
保
険
者

と
世
帯
主
の
所
得
水
準
に
、
所
得

割
額
は
個
人
の
所
得
水
準
に
よ
っ

て
軽
減
の
割
合
が
決
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の

被
扶
養
者
だ
っ
た
人
も
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。
（
下
の
表
を
参

照
）

　

平
成
29
年
度
か
ら
、
低
所
得
者

に
対
す
る
均
等
割
保
険
料
軽
減（
５

割
・
２
割
）
措
置
の
対
象
が
拡
大

さ
れ
、
軽
減
判
定
所
得
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

info３

世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額の合計

世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額の合計に合わせて均等割額が軽減されます。 　賦課のもととなる所得金額が58万円以
下の人は、所得割額が2割軽減されます。
年金収入のみの人は、年額153万円から21
1万円以下の人が該当します。(年度途中で
加入した人は、103万円からおおむね171万
円以下）

　後期高齢者医療制度に加入する前日ま
で、会社の健康保険などの被扶養者だっ
た人は、均等割額が7割軽減され、所得割
額はかかりません。

均等割額の軽減

世帯内の被保険者全員が年金収入80万円
以下で、その他所得がないとき

上記以外のとき

軽減の割合

33万円以下

の場合

33万円 ＋（ 27万円×世帯の被保険者数 ）以下のとき

33万円 ＋（ 49万円×世帯の被保険者数 ）以下のとき

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の

お
知
ら
せ

info２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
」
が
始
ま
り
ま
す

保
険
料
の
軽
減
措
置

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
っ
て
何
？

9 割

8 割

5 割

2 割

所得割額の軽減

被扶養者の軽減

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
何
が

で
き
る
の
？

Info

河
津
浜
・
今
井
浜
海
水
浴
場
安
全
祈
願
祭

　

さ
く
ら
功
労
者
へ
の
表
彰
状
伝

達
式
が
６
月
29
日
、
河
津
町
役
場

で
行
わ
れ
、か
わ
づ
花
の
会 (

細
川

平
吉
会
長　

田
中
）
が
受
賞
し
ま

し
た
。

 

「
さ
く
ら
功
労
者
」
は
、
県
内
で

桜
の
保
護
、
植
栽
お
よ
び
研
究
、

そ
の
他
桜
に
関
し
て
著
し
い
功
績

が
あ
り
、
他
の
模
範
と
な
る
団
体

や
個
人
を
表
彰
す
る
た
め
、
静
岡

県
さ
く
ら
の
会
が
決
定
し
表
彰
す

る
も
の
で
す
。
か
わ
づ
花
の
会
で

は
現
在
に
至
る
ま
で
約
４
５
０
本

の
河
津
桜
の
植
栽
に
関
わ
っ
て
お

り
、
平
成
19
年
度
か
ら
毎
年
剪
定

や
肥
料
の
打
ち
込
み
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
細
川
会
長
が

「
こ
れ
か
ら
も
花
の
町
河
津
と
し

て
の
下
支
え
を
し
て
い
き
た
い
」

と
受
賞
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
19
日
に
は
町
長
へ
の

受
賞
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
対
象　

一
定
方
法
に
よ
り
抽

出
さ
れ
た
世
帯

調
査
期
日　

平
成
29
年
10
月
１
日

実
施
方
法　

調
査
員
が
９
月
上
旬

か
ら
調
査
区
を
訪
問
し
て
居
住
者

の
氏
名
や
住
所
を
確
認
。
９
月
下

旬
か
ら
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調

査
票
を
配
布
。
10
月
中
旬
に
調
査

票
回
収
。な
お
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
簡
単
に
回

答
も
可
能
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　

☎
（
３
４
）
１
９
２
４

　
就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
15
歳

以
上
の
国
民
の
就
業
・
不
就
業
の

実
態
を
調
査
し
、
雇
用
施
策
や
経

済
政
策
な
ど
各
種
行
政
施
策
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
が
世
帯
調
査

対
象
と
な
り
ま
し
た
場
合
は
、
世

帯
確
認
の
た
め
に
調
査
員
が
皆
さ

ま
の
お
宅
に
伺
い
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
主
体　

総
務
省
統
計
局
・
静

岡
県
・
河
津
町

河
津
浜
・
今
井
浜
で
海
開
き

働
く
人
の
明
日
を
つ
く
る

就
業
構
造
基
本
調
査
の
お
知
ら
せ

news

news

写真上・片田
部長から表
彰状を受け
取る細川さ
ん

写真下・町長
室での伝達
式

news

か
わ
づ
花
の
会

「
さ
く
ら
功
労
者
」
を
受
賞

河
津
桜
の
保
護
育
成
に
寄
与

河津浜で行われた安全祈願祭

あいさつを述べる相馬町長

消
防
関
係
者
ら
約
20
人
が
出
席
し
、

海
水
浴
場
の
安
全
と
盛
況
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

峯
会
長
は
「
伊
豆
に
は
多
く
の

海
水
浴
場
が
あ
り
、
最
近
は
外
国

人
の
観
光
客
も
増
え
て
い
る
。
河

津
浜
や
今
井
浜
が
持
つ
魅
力
と
は

何
か
、
今
一
度
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
優
し

い
海
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」
、
相

馬
町
長
は
「
事
故
の
な
い
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
海
水
浴
場
に
し
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
の
海
開
き
期
間
は
、
河
津

浜
が
８
月
20
日
、
今
井
浜
が
８
月

31
日
ま
で
。
今
夏
も
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
観
光
協
会
（
峯
静
雄
会
長
）

は
７
月
15
日
、
河
津
浜
・
今
井
浜

両
海
水
浴
場
で
安
全
祈
願
祭
を
開

き
ま
し
た
。
河
津
浜
で
は
相
馬
宏

行
町
長
を
は
じ
め
、
観
光
協
会
、

へ
い
き
ち

ほ
そ
か
わ

【
問
い
合
わ
せ
】

　
町
民
生
活
課
　
保
険
年
金
係

　
　
　
☎
（
３
４
）
１
９
３
２

・
資
産
運
用
の
手
続
で
銀
行
や
証

券
会
社
へ

・
税
の
申
告
な
ど
の
時
に
税
務
署

や
市
町
村
へ

・
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
を
始
め

る
時
に
バ
イ
ト
先
や
パ
ー
ト
先
へ

　

身
分
証
に
も
な
る
顔
写
真
つ
き

の
カ
ー
ド
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
と
本
人

確
認
が
、こ
れ
一
枚
で
完
結
で
き
ま

す
。
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

と
し
て
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

・
平
成
29
年
秋
か
ら
本
格
運
用
が

始
ま
る
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
に
ロ

グ
イ
ン
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

で
す
。

　

具
体
的
な
機
能
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
な
お
、パ
ソ
コ
ン
で
の
ご
利

用
に
は
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
の
準
備
が
必
要
で
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
の
ご
利
用
に
は
、
機
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地域の自然を守るために
第１回地域美化活動

写真上・参加者と回収

された112袋分のごみ

写真左・ごみを拾い集

める児童たち

まちの
出来事

ZOOM IN KAWAZU

新着図書案内

http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.172
Ｈ29.8

【開館時間】
　９時～18時  土・日は17時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
　町立文化の家図書館 34－1115

ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書) 著 者 名 出 版 社

これならわかる相続登記 河合　星児 日本実業出版社

柏書房

洋泉社

双葉社

産経新聞社

生け雑草 小林　南水子

田部井淳子の
そこに山があるから

声なき叫び

人生の醍醐味

田部井　淳子

小杉　健治

曽野　綾子

書　名（児童書) 著 者 名 出 版 社

野外観察のための
日本産爬虫類図鑑

緑書房

ブティック社

岩崎書店

白泉社

講談社

楽しく作ろう！
手づくり　万華鏡

京極　夏彦/作
町田　尚子/絵

あおき　ひろえ

関　慎太郎/著
疋田　努/監修

豊田　芳弘/監修

京極夏彦の妖怪えほん
あずきとぎ

ノラネコぐんだん
きしゃぽっぽ

ぼんちゃんのぼんやすみ

工藤　ノリコ

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート
と　き：8月24日(木）13時～

ところ：保健福祉センターふれあいホール

対象者：平成29年4月生まれの赤ちゃん

今月のおはなし会

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

0・1・2歳児向け　10時10分～10時30分
 2・3歳児向け　10時40分～11時　 

8月3・10・17・24日
(毎週木曜日)

幼児向け　★8月はお休みします。

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

★夏休み期間はお休みします。

図書館だより

29 30 31

25 2622 23

27 28

2420 21

18 1915 16 1713 14

11 12８ ９ 10

５４３２１

６ ７

水日 月 火 木 金 土

は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

図書館カレンダー　８月

☆夏休み特別企画　ブックトーク☆

■と　き：８月８日(火) 10：00～
■ところ：文化の家読み聞かせ室
■講　師：こども読書アドバイザー
　　　　　鈴木　雅孔

読書感想文はこれでばっちり！

『夏休み、なに読む？』

「七夕お楽しみ会が行われました　－7月2日－
《かわづっこ子育てねっと主催》

★夏の図書館日記★

　前半はおはなし会が行われ、絵本

やブラックパネルシアターを前のめ

りで見入る子ども達の様子がとても

印象的でした。後半はみんなにひと

つずつ小さな笹が配られ、願いごと

を書いた短冊や飾りをつけ、思い思

いの七夕飾りを作りました。

『一日図書館員』へのご応募ありがとうございました

　51名の応募をいただいた夏休み図

書館イベント『一日図書館員』。抽選

は職業体験中の中学生にお願いしまし

た。厳選の結果、低・中・高学年、各

8名の一日図書館員が選ばれました。

河津中学校の職場体験学習　－7月4・5日－

　河津中学校の2年生2名が図書館の

仕事を体験しました。仕事の内容は

本の貸出返却業務、書棚への配架作

業、おはなし会で配るプレゼント作

り、小学生向けのおはなし会での読

み聞かせなど。緊張しながらも、ひ

とつひとつの仕事に一生懸命取り組

んでいました。

☆夏休み特別企画☆

図書館へ行こうカード
■対象　町内の園児、小・中学生

　夏休み期間中、各園、学校より配布した「図書

館へ行こうカード」を受付カウンターに提示してください。20冊本を読ん

だ人に参加賞を差し上げます。たくさんのご利用お待ちしております！！

ふなばし ようすけ

　　関西フィルハーモニー管弦楽団によるオーケストラ

公演が６月14日、河津中学校体育館で開催されました。

「４羽の白鳥の踊り」や「花のワルツ」、「ダース・ベイ

ダーのテーマ」などが演奏されたほか、船橋洋介氏に

よる指揮の実演指導が行われました。最後に河津中の

吹奏楽部とオーケストラが共演し、星野源の「恋」を

演奏しました。

　第1回町内美化活動が6月26日、今井浜海

岸で実施され、東小学校の児童や保護者、

近隣住民ら70名を超える人々が参加しまし

た。東小学校では、子ども達の地域の自然

を大切にする気持ちを高めるため、毎年夏

に今井浜海岸の清掃活動を行っています。

縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協

力しながら流木や海藻などのごみを拾い集

めました。約１時間に渡る活動の結果、ト

ラック3台分、ごみ袋112袋分のごみが回収

されました。

花壇の雑草を刈り取る会員たち

　上地区婦人会 (平川ふさ江会長) は７月５日、河津バ

ガテル公園で草取りのボランティアを行いました。こ

の活動はバガテル公園が開園した平成13年から毎年行

われており、今年で16年目になります。平川会長は

「日差しの強いときは大変ですが、会員には農家の人

もいるので知識を共有しながら頑張って作業していま

す」と話していました。

バガテル公園で草取り作業
上地区婦人会ボランティア

優れた舞台芸術を鑑賞
関西フィルハーモニー管弦楽団　巡回公演

実演指導で指揮を体験する生徒
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買い物客で賑わう姫宮通り

癒しの音色とともに
河津七滝「風涼渓」

　七滝観光協会主催の涼感イベント「風涼渓」が7月1

日から河津七滝で始まりました。約80個の手作りガラ

ス製の風鈴が、初景滝とかに滝周辺の遊歩道沿いに飾

られ、初夏の七滝に涼しげな音色を響かせています。

取材当日は平日にも関わらず多くの観光客が七滝を訪

れ、風鈴が奏でる癒しの音色とともに渓流浴を楽しん

でいました。イベントは8月31日まで開催されます。

　町産業経済活性化連絡協議会主催の第15回「河津

寄って軽トラ市」が６月24日、笹原区姫宮通りで開催

され、地域住民や家族連れで賑わいました。町内外の

事業所や団体など19店舗が出店し、買い物客は新鮮な

野菜やお菓子、手作りの雑貨などを求め、店舗に人垣

を作りました。また、町商工会女性部による「花こよ

み」が披露され、イベントを盛り上げました。

多彩な出店とイベントで盛況
第15回「寄って軽トラ市」

遊歩道沿いに飾られた風鈴

ま
ち
の
特
産
品
わ
さ
び
で
河
津
を
Ｐ
Ｒ

「
W

ー
1
 
w
a
s
a
b
i

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰
式
・
試
食
会

わ
さ
び
料
理
と
受
賞
者

試
食
会
の
様
子

グ
ラ
ン
プ
リ
の
森
田
さ
ん

わ
さ
び
香
る
抹
茶
チ
ー
ズ
ロ
ー
ル

「
W
ー
1 
w
a
s
a
b
i
グ

ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰

式
及
び
受
賞
作
品
の
試
食
会

が
６
月
18
日
、
バ
ガ
テ
ル
公

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
の
は
、

森
田
千
恵
さ
ん
＝
伊
東
市
＝

の
「
わ
さ
び
香
る
抹
茶
チ
ー

ズ
ロ
ー
ル
」
。
爽
や
か
な
チ
ー

ズ
ク
リ
ー
ム
に
ほ
ん
の
り
わ

さ
び
の
香
り
が
マ
ッ
チ
し
た

風
味
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

泣
か
せ
隊
賞
に
は
山
下
雄
大

さ
ん
＝
静
岡
市
＝
の
「
鶏
胸

肉
の
ロ
ー
ス
ト　

わ
さ
び
白

ワ

イ

ン

ソ

ー

ス

」

大

橋

海
優
音
さ
ん
＝
逆
川
＝
の

「
わ
ふ
ぃ
ん
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
た
森
田
さ
ん
は
「
伊
豆
の

目
玉
商
品
に
な
る
も
の
を
と

考
え
た
ら
、
わ
さ
び
と
ス
イ

ー
ツ
し
か
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
和
と
洋
の
コ
ラ
ボ
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
」
と
受
賞
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

も
り
た　

 

ち
え

や
ま
し
た
ゆ
う
だ
い

お
お
は
し

み
ゆ
ね

ふうりょうけい
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地域の自然を守るために
第１回地域美化活動

写真上・参加者と回収

された112袋分のごみ

写真左・ごみを拾い集

める児童たち

まちの
出来事

ZOOM IN KAWAZU

新着図書案内

http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.172
Ｈ29.8

【開館時間】
　９時～18時  土・日は17時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
　町立文化の家図書館 34－1115

ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書) 著 者 名 出 版 社

これならわかる相続登記 河合　星児 日本実業出版社

柏書房

洋泉社

双葉社

産経新聞社

生け雑草 小林　南水子

田部井淳子の
そこに山があるから

声なき叫び

人生の醍醐味

田部井　淳子

小杉　健治

曽野　綾子

書　名（児童書) 著 者 名 出 版 社

野外観察のための
日本産爬虫類図鑑

緑書房

ブティック社

岩崎書店

白泉社

講談社

楽しく作ろう！
手づくり　万華鏡

京極　夏彦/作
町田　尚子/絵

あおき　ひろえ

関　慎太郎/著
疋田　努/監修

豊田　芳弘/監修

京極夏彦の妖怪えほん
あずきとぎ

ノラネコぐんだん
きしゃぽっぽ

ぼんちゃんのぼんやすみ

工藤　ノリコ

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート
と　き：8月24日(木）13時～

ところ：保健福祉センターふれあいホール

対象者：平成29年4月生まれの赤ちゃん

今月のおはなし会

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

0・1・2歳児向け　10時10分～10時30分
 2・3歳児向け　10時40分～11時　 

8月3・10・17・24日
(毎週木曜日)

幼児向け　★8月はお休みします。

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

★夏休み期間はお休みします。

図書館だより

29 30 31

25 2622 23

27 28

2420 21

18 1915 16 1713 14

11 12８ ９ 10

５４３２１

６ ７

水日 月 火 木 金 土

は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

図書館カレンダー　８月

☆夏休み特別企画　ブックトーク☆

■と　き：８月８日(火) 10：00～
■ところ：文化の家読み聞かせ室
■講　師：こども読書アドバイザー
　　　　　鈴木　雅孔

読書感想文はこれでばっちり！

『夏休み、なに読む？』

「七夕お楽しみ会が行われました　－7月2日－
《かわづっこ子育てねっと主催》

★夏の図書館日記★

　前半はおはなし会が行われ、絵本

やブラックパネルシアターを前のめ

りで見入る子ども達の様子がとても

印象的でした。後半はみんなにひと

つずつ小さな笹が配られ、願いごと

を書いた短冊や飾りをつけ、思い思

いの七夕飾りを作りました。

『一日図書館員』へのご応募ありがとうございました

　51名の応募をいただいた夏休み図

書館イベント『一日図書館員』。抽選

は職業体験中の中学生にお願いしまし

た。厳選の結果、低・中・高学年、各

8名の一日図書館員が選ばれました。

河津中学校の職場体験学習　－7月4・5日－

　河津中学校の2年生2名が図書館の

仕事を体験しました。仕事の内容は

本の貸出返却業務、書棚への配架作

業、おはなし会で配るプレゼント作

り、小学生向けのおはなし会での読

み聞かせなど。緊張しながらも、ひ

とつひとつの仕事に一生懸命取り組

んでいました。

☆夏休み特別企画☆

図書館へ行こうカード
■対象　町内の園児、小・中学生

　夏休み期間中、各園、学校より配布した「図書

館へ行こうカード」を受付カウンターに提示してください。20冊本を読ん

だ人に参加賞を差し上げます。たくさんのご利用お待ちしております！！

ふなばし ようすけ

　　関西フィルハーモニー管弦楽団によるオーケストラ

公演が６月14日、河津中学校体育館で開催されました。

「４羽の白鳥の踊り」や「花のワルツ」、「ダース・ベイ

ダーのテーマ」などが演奏されたほか、船橋洋介氏に

よる指揮の実演指導が行われました。最後に河津中の

吹奏楽部とオーケストラが共演し、星野源の「恋」を

演奏しました。

　第1回町内美化活動が6月26日、今井浜海

岸で実施され、東小学校の児童や保護者、

近隣住民ら70名を超える人々が参加しまし

た。東小学校では、子ども達の地域の自然

を大切にする気持ちを高めるため、毎年夏

に今井浜海岸の清掃活動を行っています。

縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協

力しながら流木や海藻などのごみを拾い集

めました。約１時間に渡る活動の結果、ト

ラック3台分、ごみ袋112袋分のごみが回収

されました。

花壇の雑草を刈り取る会員たち

　上地区婦人会 (平川ふさ江会長) は７月５日、河津バ

ガテル公園で草取りのボランティアを行いました。こ

の活動はバガテル公園が開園した平成13年から毎年行

われており、今年で16年目になります。平川会長は

「日差しの強いときは大変ですが、会員には農家の人

もいるので知識を共有しながら頑張って作業していま

す」と話していました。

バガテル公園で草取り作業
上地区婦人会ボランティア

優れた舞台芸術を鑑賞
関西フィルハーモニー管弦楽団　巡回公演

実演指導で指揮を体験する生徒
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来年に向け
新メニューを考案

岩崎　奨平さん
いわさき　しょうへい

谷津

22歳　A型　ふたご座

居酒屋ろばた　勤務

　
子
ど
も
の
頃
は
家
の
手
伝
い

は
好
き
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
で
も

や
っ
て
い
く
う
ち
に
楽
し
く
な

り
、
仕
事
が
好
き
に
な
っ
た
ん

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

た
の
は
居
酒
屋
ろ
ば
た
の
岩
崎

奨
平
さ
ん
。

　
岩
崎
さ
ん
は
東
京
や
横
浜
で

ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
経
験

を
積
ん
だ
後
、
生
ま
れ
育
っ
た

河
津
町
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

「
大
変
で
し
た
が
、
辛
い
と
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
河
津
に
帰
っ
て
来
て
か
ら

は
、
仕
事
が
も
っ
と
楽
し
く
な

り
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
岩
崎
さ
ん
の
特
技
は
、
小
学

校
の
頃
か
ら
続
け
て
い
る
サ
ッ

カ
ー
。
現
在
も
地
元
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
に
入
り
頑
張
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
岩
崎
さ
ん
が
今
一
番

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
来

年
に
向
け
コ
ー
ス
料
理
の
新
メ

ニ
ュ
ー
を
考
案
す
る
こ
と
。
今

年
考
え
た
三
品
の
メ
ニ
ュ
ー
は

ど
れ
も
お
客
さ
ま
に
好
評
だ
っ

た
そ
う
で
す
。「
店
主
で
あ
る
父

と
話
し
合
い
な
が
ら
内
容
を
詰

め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
熱
く

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
明
る
く
元
気
の
よ
い
あ
い
さ

つ
を
し
て
く
れ
た
岩
崎
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い
料
理
を

提
供
す
る
た
め
、
素
敵
な
笑
顔

で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

34

小さい子の気持ちが
分かるようになりたい

稲葉　心惟さん
いなば　みゆい

長野

東小学校６年生

　
私
は
将
来
、
保
育
士
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
四
年
生
の
と
き
、
入
学
し
て

き
た
一
年
生
と
た
く
さ
ん
遊
ん

で
あ
げ
ま
し
た
。
家
で
は
、
幼

稚
園
に
通
っ
て
い
る
い
と
こ
た

ち
と
、
た
く
さ
ん
遊
び
ま
し
た
。

小
さ
い
子
と
遊
ん
で
い
る
と
、

自
分
も
楽
し
い
し
、
喜
ん
で
く

れ
る
し
、(

小
さ
い
子
っ
て
、
か

わ
い
い
な
。
）
と
思
い
ま
し
た
。

小
さ
い
子
が
笑
う
と
心
が
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
か
ら
、

保
育
士
に
な
り
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
保
育
士
に
な
る
た
め
に
努
力

し
て
い
る
こ
と
は
、
小
さ
い
子

と
た
く
さ
ん
遊
び
、
優
し
く
し

て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
東
小
の

一
年
生
と
一
緒
に
遊
ん
で
あ
げ

た
り
、
そ
う
じ
の
や
り
方
を
教

え
て
あ
げ
た
り
す
る
と
き
、
小

さ
い
子
で
も
分
か
る
よ
う
な
言

葉
で
優
し
く
話
す
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
小
さ
い
子
が
悪
い
こ

と
を
し
た
と
き
、
か
わ
い
い
か

ら
つ
い
許
し
て
し
ま
い
そ
う
に

な
り
ま
す
が
、
強
く
お
こ
ら
な

い
で
、
分
か
る
よ
う
に
注
意
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
園
で
歌
を
歌
う

の
で
、
ピ
ア
ノ
の
練
習
も
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
小
さ
い
子
と

た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
小
さ
い
子

の
気
持
ち
が
分
か
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。
目
標
に
向
け
て

努
力
し
、
夢
を
実
現
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

一年生を抱き上げ、植物の

観察をする心惟さん
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地籍調査での現地立会の様子

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
っ
て
何
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
は
大
丈
夫
？

保健のお知らせ
こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

■健康相談および母子健康手帳交付

日　時　８月21日(月)   

　　　　13時30分～15時30分

　　　　９月４日(月) 

　　　　13時30分～15時30分

場　所　保健福祉センター

　歯を失う原因は、むし歯と歯

周病がほとんど。歯周病は自覚

症状のないまま進行しますので、

気づいた頃には手遅れというこ

とも少なくありません。この機

会を逃さず受診しましょう。　

【問い合わせ】

  保健福祉課          ☎34－1937

■育児相談

　子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日　時　９月５日(火)

　　　　10時～11時30分

場　所　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

対象者　子育て中の保護者

内　容　身体測定、離乳食、育児相談

　　　　など

持ち物　母子健康手帳

■減量チャレンジ！
　～ふじ33プログラム実践教室～
　無理のない目標を立て、３人１組の

“仲間”と励ましあって、３カ月間取

り組んでいく教室です。運動、食事に

関する講話の他、大腰筋マシンも使用

します。

日　時　９月20日(水)～12月６日(水)

　　　　毎週水曜日　９時～12時

場　所　高齢者いきいきセンター

　　　　（旧双葉幼稚園）

対象者　40歳以上の方

　　　　体重増加が気になる方、健診

　　　　で太り気味と言われた方

2017.８　広報かわづ

●今月のテーマ

賀茂地域の
地産地消レシピ②

保健福祉課　34－1937

豚肉のトマト炒め
【提供】 町健康づくり食生活推進協議会

作り方

① 豚肉は食べやすく切り、Ａを加えてもみこむ。

② トマトは8つ切りにし、長ねぎは1ｃｍ幅の斜め切りにする。

③ フライパンにごま油を熱し、①を炒める。肉の色が変わったら長ねぎを

さっと炒め合わせる。

④ ③にトマトを加えて火を強め、トマトの角がくずれ始めたらしょう油を

まわしかける。

■1人分栄養量 (50g）

　エネルギー 288cal

　たんぱく質 14.3g

　脂質 21.0g

　塩分 1.4g 

　トマトは低カロリーでさまざまな栄養成分が豊富な健康野菜です。

　油でサッと炒めて片栗粉でとろみをつける事で、トマトの栄養素が

引き出されます。今が旬のトマトのトロリとした食感を味わってくだ

さい。

材料 (２人分）

豚肩ロース薄切り肉…150ｇ

酒……………………小さじ1

生姜の絞り汁………小さじ1

片栗粉………………小さじ2

トマト…………………1個

長ねぎ…………………1/2本

ごま油………………大さじ1

しょう油……………大さじ1

Ａ

対　　象

実施期間

内　　容

負 担 金

平成29年度に 40歳になる人 (昭和52年4月2日～53年4月1日生まれの人)

　　　　　　 50歳になる人 (昭和42年4月2日～43年4月1日生まれの人)

　　　　　　 60歳になる人 (昭和32年4月2日～33年4月1日生まれの人)

　　　　　　 70歳になる人 (昭和22年4月2日～23年4月1日生まれの人)

平成29年９月～平成30年２月

※詳しい日程や受診方法については、対象者に個別通知します。

問診、歯と歯ぐきの診療、視診による口腔がん検診

1,000円 (70歳以上は無料）

【
問
い
合
わ
せ
】
産
業
振
興
課

　
　
　
☎
（
３
４
）
１
９
４
６

【
問
い
合
わ
せ
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０ (

９
５) 

０
１
７
８

平
日
９
時
30
分
～
20
時

土
日
祝
９
時
30
分
～
17
時
30
分

　

個
人
情
報
を
保
護
す
る
制
度
や

シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
法
律
に
違
反

し
た
場
合
の
罰
則
強
化
な
ど
、
安

心
・
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
し

て
い
ま
す
。

・
番
号
確
認
と
本
人
確
認
で
な
り

す
ま
し
を
防
止
し
て
い
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
や

情
報
連
携
の
範
囲
を
法
律
で
制
限

し
て
い
ま
す
。

・
情
報
の
分
散
管
理
や
シ
ス
テ
ム

へ
の
ア
ク
セ
ス
制
御
、
通
信
の
暗

号
化
な
ど
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
み
で
個

別
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い

た
め
、
芋
づ
る
式
に
情
報
が
漏
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
独
立
性
の
高
い
第
三
者
機
関（
個

人
情
報
保
護
協
会
）
に
よ
る
監
視
、

監
督
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
法
律
違
反
に
は
厳
し
い
罰
則
が

あ
り
ま
す
。

器
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

・
や
り
と
り
履
歴

　
あ
な
た
の
個
人
番
号
を
行
政
機

関
同
士
が
や
り
と
り
し
た
履
歴
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
お
知
ら
せ

　
各
種
情
報
保
有
機
関
か
ら
配
信

さ
れ
る
お
知
ら
せ
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
（
行
政
サ

ー
ビ
ス
検
索
と
電
子
申
請
）

　
あ
な
た
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の

検
索
が
で
き
た
り
、
行
政
機
関
や

民
間
事
業
者
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
・
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
な
ど
が
で

き
た
り
し
ま
す
。

・
あ
な
た
の
情
報
（
自
己
情
報
表

示
）

　
あ
な
た
の
情
報
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
「
ぴ
っ
た

り
サ
ー
ビ
ス
」
を
使
用
し
て
、
ご

自
身
に
合
っ
た
子
育
て
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
検
索
し
た
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
申
請
書
を
作
成
し
て

印
刷
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち

な
手
続
の
「
お
知
ら
せ
」
が
、
あ

な
た
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
届
き

ま
す
。

　　

今
年
度
よ
り
河
津
町
で
は
、
浜

地
区
の
一
部
地
域
で
、
町
内
で
初

め
て
と
な
る
「
地
籍
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

 

「
地
籍
調
査
」
は
、
一
筆
ご
と
の

土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
者
・

地
番
お
よ
び
地
目
の
調
査
並
び
に

境
界
お
よ
び
地
積
（
面
積
）
に
関

す
る
測
量
を
行
い
、
地
図
『
地
籍

図
』
及
び
簿
冊
『
地
籍
簿
』
を
作

成
す
る
調
査
で
す
。

　

土
地
の
位
置
や
形
状
な
ど
の
情

報
は
法
務
局
（
登
記
所
）
に
て
公

図
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
明
治
時
代
の
地

地
籍
調
査
の
必
要
性
と

　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト

租
改
正
時
に
作
成
さ
れ
た
も
の
が

現
在
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が

実
態
で
す
。(※

区
画
整
理
や
耕
地

整
理
等
に
よ
り
新
た
な
地
図
が
備

え
付
け
ら
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り

ま
す
。
）
そ
の
た
め
、
土
地
の
境

界
が
不
明
確
な
場
合
や
測
量
の
正

確
性
に
欠
け
て
い
る
場
合
が
あ
る

な
ど
、
現
地
と
合
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
地

籍
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

正
確
に
土
地
の
実
態
を
把
握
し
、

現
地
復
元
性
の
あ
る
精
度
の
高
い

地
図
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
籍
調
書
を
実
施
す
る

と
次
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
災
害
復
旧
の
迅
速
化

②
土
地
境
界
ト
ラ
ブ
ル
防
止

③
公
共
事
業
等
の
円
滑
化

④
土
地
取
引
・
相
続
等
の
円
滑
化

　

特
に
①
に
つ
い
て
は
、
東
日
本

大
震
災
の
復
興
に
お
い
て
、
地
籍

調
査
済
の
地
区
と
未
実
施
の
地
区

で
は
、
用
地
調
査
・
測
量
に
約
半

年
か
ら
１
年
の
差
が
生
じ
、
復
興

の
進
捗
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
「
地
籍
調
査
」【

地
籍
調
査
の
流
れ
】

info４
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平
成
29
年
度
の
保
険
料
は
、
平

成
28
年
中
の
所
得
に
基
づ
き
算
出

し
、
平
成
29
年
８
月
中
に
決
定
し

ま
す
。
加
入
者
（
被
保
険
者
）
へ

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
料
は

病
院
や
薬
局
へ
支
払
わ
れ
る
医
療

費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
安
定
し
た

医
療
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
財
源
で
す
の
で
、
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
特
別

徴
収
と
、
普
通
徴
収
の
２
種
類
が

あ
り
、
原
則
、
特
別
徴
収
で
の
納

付
と
な
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】

　

納
付
方
法
は
年
金
か
ら
の
差
し

引
き
。
対
象
は
、
年
金
額
が
年
額

18
万
円
以
上
の
人
。

【
普
通
徴
収
】

　

納
付
方
法
は
納
付
書
や
口
座
振

替
な
ど
。
対
象
は
、
年
金
額
が
年

額
18
万
円
未
満
の
人
や
介
護
保
険

料
と
合
わ
せ
た
額
が
年
金
額
の
２

新
た
な
保
険
料
は
８
月
中

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

ど
う
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
必
要
な
の
？

納
付
は
忘
れ
ず
に

ど
ん
な
時
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
必
要
な
の
？

　

平
成
29
年
秋
に
本
格
運
用
が
始

ま
る
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
は
、「
国

民
の
利
便
性
の
向
上
」、「
行
政
の
効

率
化
」、「
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実

現
」
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、順
次
、社

会
保
障
、税
、災
害
対
策
の
行
政
手

続
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
で
提
供
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
年
末
調
整
や
、源
泉
徴
収
票
の
作

成
、
雇
用
保
険
の
手
続
で
勤
務
先
へ

・
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
の
手
続
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

分
の
一
を
超
え
る
人
。

※

特
別
徴
収
に
該
当
す
る
人
も
、

申
請
す
れ
ば
口
座
振
替
に
変
更
で

き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、

加
入
者
全
員
が
負
担
す
る
「
均
等

割
額
」
と
、
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合

計
額
で
個
人
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
軽
減
措
置
と
し
て
、

均
等
割
額
は
世
帯
内
の
被
保
険
者

と
世
帯
主
の
所
得
水
準
に
、
所
得

割
額
は
個
人
の
所
得
水
準
に
よ
っ

て
軽
減
の
割
合
が
決
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の

被
扶
養
者
だ
っ
た
人
も
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。
（
下
の
表
を
参

照
）

　

平
成
29
年
度
か
ら
、
低
所
得
者

に
対
す
る
均
等
割
保
険
料
軽
減（
５

割
・
２
割
）
措
置
の
対
象
が
拡
大

さ
れ
、
軽
減
判
定
所
得
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

info３

世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額の合計

世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額の合計に合わせて均等割額が軽減されます。 　賦課のもととなる所得金額が58万円以
下の人は、所得割額が2割軽減されます。
年金収入のみの人は、年額153万円から21
1万円以下の人が該当します。(年度途中で
加入した人は、103万円からおおむね171万
円以下）

　後期高齢者医療制度に加入する前日ま
で、会社の健康保険などの被扶養者だっ
た人は、均等割額が7割軽減され、所得割
額はかかりません。

均等割額の軽減

世帯内の被保険者全員が年金収入80万円
以下で、その他所得がないとき

上記以外のとき

軽減の割合

33万円以下

の場合

33万円 ＋（ 27万円×世帯の被保険者数 ）以下のとき

33万円 ＋（ 49万円×世帯の被保険者数 ）以下のとき

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の

お
知
ら
せ

info２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
」
が
始
ま
り
ま
す

保
険
料
の
軽
減
措
置

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
っ
て
何
？

9 割

8 割

5 割

2 割

所得割額の軽減

被扶養者の軽減

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
何
が

で
き
る
の
？

Info

河
津
浜
・
今
井
浜
海
水
浴
場
安
全
祈
願
祭

　

さ
く
ら
功
労
者
へ
の
表
彰
状
伝

達
式
が
６
月
29
日
、
河
津
町
役
場

で
行
わ
れ
、か
わ
づ
花
の
会 (

細
川

平
吉
会
長　

田
中
）
が
受
賞
し
ま

し
た
。

 

「
さ
く
ら
功
労
者
」
は
、
県
内
で

桜
の
保
護
、
植
栽
お
よ
び
研
究
、

そ
の
他
桜
に
関
し
て
著
し
い
功
績

が
あ
り
、
他
の
模
範
と
な
る
団
体

や
個
人
を
表
彰
す
る
た
め
、
静
岡

県
さ
く
ら
の
会
が
決
定
し
表
彰
す

る
も
の
で
す
。
か
わ
づ
花
の
会
で

は
現
在
に
至
る
ま
で
約
４
５
０
本

の
河
津
桜
の
植
栽
に
関
わ
っ
て
お

り
、
平
成
19
年
度
か
ら
毎
年
剪
定

や
肥
料
の
打
ち
込
み
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
細
川
会
長
が

「
こ
れ
か
ら
も
花
の
町
河
津
と
し

て
の
下
支
え
を
し
て
い
き
た
い
」

と
受
賞
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
19
日
に
は
町
長
へ
の

受
賞
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
対
象　

一
定
方
法
に
よ
り
抽

出
さ
れ
た
世
帯

調
査
期
日　

平
成
29
年
10
月
１
日

実
施
方
法　

調
査
員
が
９
月
上
旬

か
ら
調
査
区
を
訪
問
し
て
居
住
者

の
氏
名
や
住
所
を
確
認
。
９
月
下

旬
か
ら
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調

査
票
を
配
布
。
10
月
中
旬
に
調
査

票
回
収
。な
お
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
簡
単
に
回

答
も
可
能
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　

☎
（
３
４
）
１
９
２
４

　
就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
15
歳

以
上
の
国
民
の
就
業
・
不
就
業
の

実
態
を
調
査
し
、
雇
用
施
策
や
経

済
政
策
な
ど
各
種
行
政
施
策
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
が
世
帯
調
査

対
象
と
な
り
ま
し
た
場
合
は
、
世

帯
確
認
の
た
め
に
調
査
員
が
皆
さ

ま
の
お
宅
に
伺
い
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
主
体　

総
務
省
統
計
局
・
静

岡
県
・
河
津
町

河
津
浜
・
今
井
浜
で
海
開
き

働
く
人
の
明
日
を
つ
く
る

就
業
構
造
基
本
調
査
の
お
知
ら
せ

news

news

写真上・片田
部長から表
彰状を受け
取る細川さ
ん

写真下・町長
室での伝達
式

news

か
わ
づ
花
の
会

「
さ
く
ら
功
労
者
」
を
受
賞

河
津
桜
の
保
護
育
成
に
寄
与

河津浜で行われた安全祈願祭

あいさつを述べる相馬町長

消
防
関
係
者
ら
約
20
人
が
出
席
し
、

海
水
浴
場
の
安
全
と
盛
況
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

峯
会
長
は
「
伊
豆
に
は
多
く
の

海
水
浴
場
が
あ
り
、
最
近
は
外
国

人
の
観
光
客
も
増
え
て
い
る
。
河

津
浜
や
今
井
浜
が
持
つ
魅
力
と
は

何
か
、
今
一
度
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
優
し

い
海
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」
、
相

馬
町
長
は
「
事
故
の
な
い
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
海
水
浴
場
に
し
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
の
海
開
き
期
間
は
、
河
津

浜
が
８
月
20
日
、
今
井
浜
が
８
月

31
日
ま
で
。
今
夏
も
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
観
光
協
会
（
峯
静
雄
会
長
）

は
７
月
15
日
、
河
津
浜
・
今
井
浜

両
海
水
浴
場
で
安
全
祈
願
祭
を
開

き
ま
し
た
。
河
津
浜
で
は
相
馬
宏

行
町
長
を
は
じ
め
、
観
光
協
会
、

へ
い
き
ち

ほ
そ
か
わ

【
問
い
合
わ
せ
】

　
町
民
生
活
課
　
保
険
年
金
係

　
　
　
☎
（
３
４
）
１
９
３
２

・
資
産
運
用
の
手
続
で
銀
行
や
証

券
会
社
へ

・
税
の
申
告
な
ど
の
時
に
税
務
署

や
市
町
村
へ

・
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
を
始
め

る
時
に
バ
イ
ト
先
や
パ
ー
ト
先
へ

　

身
分
証
に
も
な
る
顔
写
真
つ
き

の
カ
ー
ド
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
と
本
人

確
認
が
、こ
れ
一
枚
で
完
結
で
き
ま

す
。
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

と
し
て
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

・
平
成
29
年
秋
か
ら
本
格
運
用
が

始
ま
る
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
に
ロ

グ
イ
ン
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

で
す
。

　

具
体
的
な
機
能
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
な
お
、パ
ソ
コ
ン
で
の
ご
利

用
に
は
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
の
準
備
が
必
要
で
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
の
ご
利
用
に
は
、
機
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　自動車事故の被害にあわれ、示談を

めぐる損害賠償の問題でお困りの方へ、

センターの弁護士が中立・公正な立場

で当事者間の紛争解決のお手伝いをし

ます。被害者ご本人が損害賠償問題の

法律知識がなかったり、交渉に不慣れ

だったりしても安心です。法律の専門

家を活用することにより、早期に紛争

解決を図ることができます。センター

での弁護士費用は、解決するまで一切

かかりません。まずは、電話で予約を

お願いいたします。

問　交通事故紛争処理センター

　　静岡相談室　 ☎054ー255－5528

　平成30年4月1日採用の職員を下記の

要綱にて募集いたします。

職　務　組合の一般事務（火葬事務を

兼務）。

募　集　予定人数　１名（高卒以上）

・昭和53年4月2日以降に生まれた方。

・社会経験を有する方。

（資格等は郵送された受験案内を参照

願います）

受　付　９月１日 (金)～９月15日 (金)

試　験　10月15日 (日)

社会人基礎試験、小論文、面接

請　求　組合事務局まで請求願います。

140円切手を貼付し、返送先を明記した

角２封筒を同封のうえ郵送願います。

問　伊豆斎場組合　事務局

〒415ー8501　下田市東本郷一丁目5番

18号　下田市役所　市民保健課内

　　　　　　　　　  　　☎22－2215

（６月１日～30日届出）

戸籍だより

交通事故の補償問題を解決

伊豆斎場組合職員募集

相　談

暮らしの情報

ひとの動き

人口と世帯
（７月１日現在）

人　口

（男）

（女）

世帯数

7,442 人　　前月比（ー４)

3,603 人

3,839 人

3,318 世帯　前月比（＋３）

※このコーナーに掲載を望まない場合は

　お申出ください。

※河津町民専用のフリーダイヤル番号

0120－560－655

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について

年中無休で各分野の専門スタッフが相談に応じます
　　　　　　　　　　　   (電話健康相談専門事業者への委託事業)

日　時　９月６日 (水)　10時～15時

場　所　保健福祉センター

　　　　ボランティア団体室

問　社会福祉協議会　 　 ☎34－1286

日時・場所

８月25日 (金)　東伊豆町役場 (要予約）

９月７日 (木)   下田市役所 (要予約）

９時30分～11時30分　13時～14時

問　東伊豆町役場健康づくり課

　　　　　　　　  ☎0557－95－6304

　　下田市役所市民保健課

 　　　　　　　　　　　 ☎22－3922

　　

  飼い主のいない犬・ねこに限ります

日　時　８月16日 (水)

　　　　10時40分～10時50分

場　所　役場前駐車場

問　町民生活課窓口係　  ☎34－1932

　相馬町長と直接対話

できます。事前に電話

予約してください。

日　時　８月28日 (月) 13時30分～

　　　　１人20分程度　団体不可

場　所　役場町長室

予約受付　８月21日 (月) ～25日 (金)

問　まちづくり推進課　  ☎34－1924

日本年金機構出張相談

犬・ねこ適性飼養相談

身近なこと生活相談へ

今月のふれあい町長室

お知らせ

８月21日(月)は

県民の日！

投
資
の
内
容
な
ど
が
計
画
に
適
合

し
て
い
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

確
認
書
は
、
河
津
町
役
場
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
で
発
行
し
ま
す
の

で
、
発
行
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に

は
、
確
認
申
請
書
を
提
出
く
だ
さ

い
。

　

申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類
の
提

出
（
様
式
や
必
要
書
類
に
つ
い
て

は
、
河
津
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

　

↓

　

現
地
調
査
を
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

↓

　

事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
も
不

均
一
課
税
の
対
象
と
な
る
こ
と
か

ら
、
県
の
関
係
部
署
と
日
程
を
調

整
し
、
合
同
で
現
地
調
査
を
実
施

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

↓

　

書
類
審
査
、
現
地
調
査
で
問
題

が
な
け
れ
ば
確
認
書
を
発
行
し
ま

す
。

半
島
振
興
法
と
は

産
業
推
進
計
画
と
は

　

河
津
町
で
は
、
平
成
29
年
４
月

に
半
島
振
興
法
に
基
づ
く
『
河
津

町
産
業
振
興
促
進
計
画
』
を
策
定

し
、
国
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

三
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
平
地
に

恵
ま
れ
な
い
な
ど
、
国
土
資
源
の

利
用
の
面
に
お
け
る
制
約
か
ら
産

業
基
盤
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等

に
つ
い
て
他
の
地
域
と
比
較
し
て

低
位
に
あ
る
半
島
地
域
に
お
い
て
、

広
域
的
か
つ
総
合
的
な
対
策
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
特
別
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ら
の
地
域
の
振
興
を
図
り
、
も
っ

て
半
島
地
域
の
自
立
的
発
展
お
よ

び
地
域
住
民
の
生
活
の
向
上
、
国

土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
策
定
さ
れ
た
法

律
で
す
。

　

全
国
で
は
23
地
域
が
指
定
を
受

け
て
お
り
、
静
岡
県
で
は
下
田
市
、

東
伊
豆
町
、
河
津
町
、
南
伊
豆
町
、

松
崎
町
、
西
伊
豆
町
、
伊
豆
市
、

沼
津
市
の
一
部
（
旧
戸
田
村
）
が

属
す
る
伊
豆
中
南
部
地
域
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

info１

半
島
地
域
の
税
制
特
例
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

特
別
措
置
や
不
均
一
課
税

を
適
用
し
た
い
と
き

確
認
書
発
行
ま
で
の
流
れ

　

河
津
町
で
は
、
国
税
及
び
地
方

税
（
県
税
お
よ
び
町
税
）
の
税
制

上
の
措
置
の
適
用
を
受
け
る
た
め
、

静
岡
県
の
半
島
振
興
計
画
に
即
し

て
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
農
林

水
産
業
の
振
興
、
商
工
業
の
振
興
、

情
報
通
信
業
の
振
興
、
観
光
の
振

興
そ
の
他
の
産
業
の
振
興
を
促
進

す
る
た
め
の
計
画
を
作
成
し
、
主

務
大
臣
（
総
務
大
臣
、
農
林
水
産

大
臣
お
よ
び
国
土
交
通
大
臣
）
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　　

認
定
を
受
け
た
地
域
で
、
事
業

者
が
設
備
投
資
を
行
い
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
、
所
得
税
ま

た
は
法
人
税
の
減
価
償
却
の
割
増

償
却
（
特
別
措
置
）
や
固
定
資
産

税
な
ど
の
不
均
一
課
税
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

要
件
に
該
当
し
、
特
別
措
置
や

不
均
一
課
税
の
適
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
税
務
申
告
前
に
設
備

■伊豆中南部地域 (３市５町 )

※沼津市は旧戸田村のみ

下北地域

南房総地域

紀伊地域

佐田岬地域
幡多地域

国東地域

大隅地域

薩摩地域
宇土天草地域

島原地域

西彼杵地域

江能倉橋島地域

能登地域

積丹地域

渡島地域

津軽地域

男鹿地域

丹後地域

島根地域

室津大島地域

東松浦地域

北松浦地域
伊豆中南部地域

● 租税特別措置

国税　割増償却

償却限度額 建物・付属設備

構築物

機械・装置 普通償却限度額の32％

普通償却限度額の48％

● 対象設備等

対象設備 機械・装置、建物・付属設備、構築物対象事業に係る土地（地方税）

取
得
等
の
要
件

取
得
価
格

地方税
対象設備の新増設
対象事業に係る土地

農林水産物等販売業
情報サービス業

500万円以上

製造業
旅館業

500万円以上 1,000万円以上 2,000万円以上

取得等【取得又は製作若しくは建設をいい、建物及び
その付属施設にあっては改修（増築、改築、修繕又は
模様替え）のための工事による取得又は建設を含む】

国
新増設
※修繕、模様替えは
含まない

事業者の資本金の規模
個人
資本金1,000万円以下

資本金1,000万超
5,000万円以下

資本金5,000万円超

地方税（県税および町税）　不均一課税

軽減率

事業税

新増設部分にかかる事業税を軽減（３年）
１年目　1/2
２年目　1/4
３年目　1/8

取得建物及びその敷地のうち対象事業に供される部分を軽減　9/10不動産取得税

１年目　9/10
２年目　3/4
３年目　1/2
・家屋：建物・付属設備のうち直接事業に供する部分
・償却資産：機械・装置のうち直接事業に供するもの
・土地：対象となる家屋の建床面積分

固定資産税

◆ 今月の納税 ◆
後期高齢者医療保険料１期　町県民税２期

国民健康保険税４期　8月31日 (木) が納期です。

問　町民生活課　34ー1928

介護保険料３期

８月31日 (木) が納期です。

問　保健福祉課　34ー1937

　下田地区消防組合では、平成30年４

月採用予定の職員を募集します。

職種・人員　消防職　５人程度

受験資格等　高等学校卒業(平成30年3月

卒業見込みを含む)以上で平成3年4月2

日以降に生まれた人

提出書類等　採用試験申込書は下田消

防本部のほか、河津分署にもあります。

受付期間　8月14日(月)～9月22日(金)

　　　　　(郵送の場合は9月22日必着)

試 験 日　 第一次試験　10月15日(日）

　　　  　 第二次試験　11月5日(日)

試験会場　下田消防庁舎3階会議室

　　　　　(下田市六丁目1番14号)

問　下田消防本部　　　  ☎22－1829

　　 掲載誌情報提供のおねがい

　県立稲取高等学校は大正8年11月15

日、稲取実業補習学校として創設され、

このたび平成31年11月に創立百周年を

迎えることとなりました。

　百周年に向け記念事業実行委員会を

立ち上げ、記念事業開催準備を行いま

す。記念誌を発行するにあたり、昔懐

かしい写真や文書などの記録の提供を

お待ちしております。是非ともご協力

をお願いします。

問　稲高百周年実行委員会

　　　　　　　　  ☎0557ー95－0175

下田地区消防組合職員募集

稲取高校百周年

電気は安全に使いましょう

予備自衛官補を募集します

車上ねらい・置引きに注意

国税庁経験者採用試験

危険物取扱者試験日程

　予備自衛官になるための知識・技能

を修得するコースです。一般は３年間

で50日、技能は２年間で10日の教育訓

練を受け、教育修了後は予備自衛官と

なり、それぞれに応じた階級で非常勤

の国家公務員となり召集で後方の警備・

支援、災害救助活動等を行います。

手当て　教育訓練参加日額：7,900円

交通費は自宅から教育訓練実施駐屯地

間を支給。食事・宿泊・被服は無料で

支給、提供します。

受　付　７月１日 (土) ～９月15日 (金）

資　格　平成29年７月１日現在、

一般：18才から33才までの方

技能：18才から（免許資格等により53

才から55才未満）の方

試験日   9月30日(土)から10月3日(火)の

いずれか１日

問　自衛隊伊東地域事務所

　　　　　　　　  ☎0557－37－9632

　夏場は観光客や海水浴客など、県内

外から多くの人が出入りし、それに伴

い無施錠の車を狙った車上ねらいや海

水浴場での置引きなどの犯罪が増加す

る傾向にあります。

～被害にあわないための対策～

・わずかな時間でも車を止めたら必ず

カギかけ!!

・窓も忘れずに閉めよう!!

・車内にバッグや貴重品を置きっぱな

しにしない!!

・自宅では車両カバーやセンサーライ

トの活用を!!

・現金や貴重品は必ず身に付け、手荷

物から目を離さない!!

　不審者や不審な車を見かけた場合は

すぐに警察に通報を!!

（下田警察署　☎27－0110）

　静岡県警ではツイッターで犯罪発生

情報を配信しています。@Fuji_bouhan

または静岡県警察で検索!!

問　下田警察署管内防犯協会

　　　　　　　　　　　  ☎27－2766

　下田消防本部では応急手当の普及啓

発のため、上級救命講習を開催します。

受講料は無料。電話での予約・申込の

受付は行いません。

日　時　９月24日 (日)

　　　　８時30分～17時30分

場　所　下田消防署、西伊豆消防署

定　員　両会場とも20人 (先着順)

申　込　

９月９日(土)～９月16日(土) 17時15分

下田消防署及び西伊豆消防署で受付

　詳細は下田地区消防組合ホームペー

ジをご覧いただくか、下記連絡先まで。

問　下田消防署　　　　  ☎22－1804

　　西伊豆消防署　　　  ☎52－0119

資　格　平成29年4月1日において、大

学等を卒業したまたは大学院の課程等

を修了した日のうち最も古い日から起

算して８年を経過した者

申　込　インターネットにより申し込

んでください。(インターネット申込み

ができない環境にある場合は、問合せ

先まで連絡してください)

受　付　８月４日 (金) ～８月17日 (木)

試　験　

第１次試験　10月１日 (日)

第２次試験　11月3日(金)、4日(土)、5日

(日)、11日(土)、12日(日)で指定する1日

第３次試験　12月上旬で指定する１日

問　名古屋国税局　人事第二課試験係

　　　　　　　　  ☎052－951－3511

　　国税庁　名古屋国税局コーナー

　　　  http://www.nta.go.jp/nagoya

試験種類　甲種・乙種全類・丙種

試験日　11月５日 (日)

会　場　下田市他５会場

申請期間　

電子申請８月25日 (金) ～９月４日 (月）

書面申請８月28日 (月) ～９月７日 (木）

問　下田消防本部予防課

　　　　　　　　　　　   ☎22－1849

　　　http://www.shoubo-shiken.or.jp

上級救命講習を開催します
● 対象業種

旅館業

製造業

情報サービス業等

農林水産物等販売業

○ホテル営業　○旅館営業　等

○木材・木製品製造　○食料品製造　○繊維製造　○家具・装備品製造
○石油製品・石炭製品製造　○金属製品製造　○生産用機械器具製造　
○電気機械器具製造　等

○情報サービス業　○有線放送業　　　　
○インターネット附随サービス業　○コールセンター業　等

○農畜産物・水産物卸売業　○食料・飲料卸売業　○野菜・果実小売業　
○酒小売業　○食肉小売業　○鮮魚小売業　　○畜産食料品小売業　
○水産食料品小売業　○パン・菓子小売業　等
※「伊豆中南部地域」(図参照）内で生産された農林水産物（当該農林水産物を原料等にした加工品等を含む）を、
　 店舗において主に当該地域外の者に販売する事業が対象です。

半島地域の税制特例
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７
月
上
旬
、
天
城
自
然
ガ
イ
ド

ク
ラ
ブ
の
土
屋
光
示
さ
ん
の
ガ
イ

ド
の
も
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

天
城
山
を
散
策
、
天
城
の
生
態
系

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
天
城
山

は
立
派
な
ブ
ナ
林
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、
繁
殖
し
た
シ
カ
が
新
芽
を

食
べ
て
し
ま
う
た
め
、
次
世
代
の

ブ
ナ
が
育
た
な
い
こ
と
。
ブ
ナ
が

寿
命
を
迎
え
る
と
そ
こ
に
毒
性
の

ア
セ
ビ
が
生
え
て
し
ま
う
こ
と
な

ど
を
伺
い
ま
し
た
。
天
城
山
が
豊

か
な
自
然
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
欲
し

い
と
感
じ
た
散
策
で
し
た
。（
ｙ
）

姉妹都市 長野県白馬村通信

大北ポンプ操法大会

技を競い合う選手たち

■発行　河津町役場　〒413-0595 静岡県賀茂郡河津町田中 212-2 0558-34-1111　■編集　まちづくり推進課　■印刷 ㈱栄協　 　

■河津町ホームページアドレス  http : //www.town .kawazu . sh i zuoka . j p/　■E メール i n f o@town .kawazu . sh i zuoka . j p

柏村 比良久 さん (64歳)

ー 地区・谷津 ー

かしわむら ひらく

光 詩 さん (55歳)

河津町に移住し、谷津でアートギャラリー

を併設したペンション「Gal lery Court 

ofa atu」を経営。

ありし

ギャラリー コート

オファ アトゥ

　白馬村・大北ポンプ操法大

会が開催されました。

　消防団員が消火技術の向上

並びに初期消火のため必要な

技術を身に付けるため、特に

反復訓練の必要なものを選定

してその操作及び取扱いの基

本を定めたものが「消防ポン

プ操法」であり、操法を通し

て団員として消防活動に必要

な「心・技・体」の基本を養

うものでもあります。

　出場した選手は仲間からの

声援を受け、きびきびとした

動作を披露していました。

河津の海と太陽は
地球レベルのリゾート

　

東
京
都
出
身
の
柏
村
比
良
久
さ
ん
と

ト
ン
ガ
出
身
の
光
詩
さ
ん
は
、
お
二
人

の
お
父
様
同
士
が
「
裸
足
で
生
活
す
る

文
化
村
」
を
作
る
た
め
に
ト
ン
ガ
で
暮

ら
す
中
、
出
会
い
結
婚
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
比
良
久
さ
ん
は
近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
で
６
年
世
界
中
で
働
き
、
ホ
テ

ル
総
支
配
人
と
し
て
久
米
島
で
12
年
、

パ
ラ
オ
や
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
で
も
働

か
れ
て
光
詩
さ
ん
も
同
行
し
て
い
ま
す
。

　

海
で
ヨ
ッ
ト
に
乗
る
こ
と
が
好
き
な

お
二
人
は
、
比
良
久
さ
ん
が
幼
い
頃
に

河
津
の
海
へ
訪
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
河
津
へ
移
住
し
ま
し
た
。
現
在
は

ｏ
ｆ
ａ―

ａ
ｔ
ｕ
（
愛
を
込
め
て
）
と

名
付
け
た
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
亡

く
な
ら
れ
た
お
父
様
の
海
を
主
体
と
し

た
絵
画
や
お
母
様
の
児
童
書
の
原
画
、

美
大
生
の
息
子
さ
ん
の
絵
画
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

か
し
わ
む
ら

ひ
ら
く

あ
り
し

オ
フ
ァ

ア
ト
ゥ

　

ペ
ン
シ
ョ
ン
で
は
こ
だ
わ
り
の
あ
る

飲
料
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
欧
米

と
地
元
の
海
産
物
を
中
心
と
し
た
魚
に

合
う
シ
ャ
ブ
リ
、ス
テ
ー
キ
に
合
う
メ
ド

ッ
グ
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ペ
ン
シ
ョ
ン
は
今
年
で
10
周
年
を
迎
え
、

ト
ン
ガ
の
大
使
や
ア
メ
フ
ト
選
手
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
々
や
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
元
の
方
々
に
、
豚
２
頭

の
丸
焼
き
な
ど
特
別
な
料
理
で
も
て
な

し
、
お
祝
い
の
パ
ー
テ
ィ
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

 

「
近
頃
で
は
、
時
代
の
流
れ
か
需
要

が
伸
び
ず
大
変
で
す
が
、
将
来
は
子
ど

も
達
に
引
き
継
い
で
い
っ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
　
　

【
取
材
】
鈴
木
香
織
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）　

※

１

※

２

※

１　

白
ワ
イ
ン
の
一
種
。

※

２　

赤
ワ
イ
ン
の
一
種
。
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